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はじめに  

本学では､自己点検・評価の一環として、「学生満足度調査」を実施しています。このアンケートは、

本学の設備・施設、教育、学生支援に対する学生の声を把握することを目的としており、結果の分析

等から、より良い教育や学生支援を行うための組織的検証に活用することを目指しています。 

学生満足度調査の実施に際し、IR 委員会では質問項目や実施時期等の検討を継続的に行っており、

先生方や解答する学生に対してアンケート趣旨の徹底にも努めております。本学における学生満足度

調査は、学生 475 名に対し、総回答数は 187 件となっております。また、自由記述への回答数は 39 件

となっており、リアルな学生の声を把握する貴重な資料となります。この結果が各部・センター等で

活用され、さらなる教育や学生支援等の改善に結びつけられることを期待しております。 

なお､集計結果については本報告書にまとめ、一部を除き大学ホームページにも公表いたします。ま

た､学生満足度調査の集計結果・回答内容は、調査実施の趣旨・目的以外に使用してはならず､業務上

の関連部署には守秘義務が課されます。 

 本学の教職員の方々には今まで以上にご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

                        武蔵野学院大学・武蔵野短期大学 IR 委員会委員長 

                                白川 博一 
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2026年度 学生満足度調査 結果報告書 

 

1．2026年度学生満足度調査 実施概要 

1）実施期間：2026 年 7 月 6 日（月）8：30 〜 2026 年７月 24 日（金）19：00 

2）実施方法：Web システム「Musashino Academic Station（以下．MAS）」を利用して回答。 

4）質問項目：選択式（5 件法または６件法）による設問 11 問および自由記述式の設問 1 問 

    計 12 問（表 1）。 

 

2．回答者の内訳 

対象の学生数は 475 人で、うち大学 353・大学院 6：359 人、短期大学：116 人であった。回答者の

総数は 187 人で、うち大学・大学院：125 人（1 年：50 人、2 年：28 人、3 年：25 人、4 年生以上：

22 人）、短期大学：62 人（1 年：30 人、2 年：32 人）であった。回答率は大学・大学院 34.8%、短大

53.4%であった。大学院は母数が少ないことから、大学 4 年生以上に含めた。 

 

3．2026年度の変更点 

 2026 年度は、主に以下の点について変更を行った。そのため、過年度との数値比較においてはこの

点を考慮する必要がある。 

 

1）質問項目 

 今年度は学生生活の変化や新たな課題への対応を目的として、設問項目の改訂を行った。特に、

「AMUSE」や「スクールバス」、「ゼロカフェ」など、近年の学内方針・施策に即した内容が盛り込ま

れた。設問 11「ゼロカフェ（食堂）が以前より使いやすくなったと感じますか。」は、施設等の改善に

対する満足度調査項目として来年度以降は新たな改善事項に差し替える予定である。 

 

3．項目別評価 

 学生満足度調査は選択式の設問 11 問、自由記述式の設問 1 問の計 12 問で構成されている。選択式

の問いについては、「a(5):そう思う」「b(4):ややそう思う」「c(3):どちらとも言えない」「d(2):あま

りそう思わない」「e(1):そう思わない」の 5 件法による回答を依頼した。表 1 に選択式の設問内容と

平均値を示した（数値は全て小数第 3 位を四捨五入）。 
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表 1．学生満足度調査 選択式設問および各年度の平均値 

設 

問 
内容 

大学 

(2026) 

短大 

(2026) 

1 学生生活に満足していますか。 4.12 4.29 

2 建学の精神「他者理解」について理解していますか。 4.14 4.69 

3 学内で他の学生と交流する機会はありますか。 3.60 3.18 

4 授業内容には満足していますか。 4.15 4.40 

5 資格や検定等の勉強に積極的に取り組んでいますか。 3.16 3.82 

6 先生や職員の対応は親切だと思いますか。 4.52 4.61 

7 
大学は適切な学習環境・教育環境（教室等機材を含む）を提供してい

ると思いますか。 
4.22 4.55 

8 キャリア教育・就職活動の支援は有効だと思いますか。 4.26 4.35 

9 
２号館４階の「Global Communication Space」がだれでも利用でき

ることを知っていますか。 
3.33 1.50 

10 スクールバスを有効に利用していますか。（利用した学生のみ回答） 3.64 3.51 

11 ゼロカフェ（食堂）が以前より使いやすくなったと感じますか。 3.64 3.51 

- 全体平均 3.90 3.91 

※他、自由記述 1問：その他、何かご意見等ありましたらお書きください。 
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4．自由記述でみられた特徴 

自由記述では、「何かご意見等ありましたらお書きください」の 1 問を設定した。回答について、「特

になし」またはそれに類する回答を除き、大学・大学院 30 件(昨年度 30 件)件、短期大学 9 件(昨年度

27)、計 39 件（昨年度 57 件）の回答が得られた（複数回答含む）。 

得られた回答を頻出単語順に分類したところ、「バス（本数、時刻、授業など）」、の順で分類され、

これらへの意見が大半であった。その他の意見は「食堂・購買に関するもの」、「設備」「その他」に大

別された（表 2）。なお記載にあたり、意味を損ねない程度に一部の文言を編集して掲載した。 

※自由記述欄の内容については、個人情報保護および守秘義務の観点から、要約版では傾向の記述

に留め、 具体的な回答および図表は割愛しております。 

 

 

【特記事項】 

・短期大学は昨年度（93.5％）より回答率が下がってはいるが、高い数値を保っている。今後もキャリ

ア・短期大学のガイダンスや大学のキャリア教育やゼミ等の授業時間内に同様の機会を設けることで、

より多くの学生の声を収集できると考えられる。  

 

・過去に要望の多かった喫煙所の場所に関する意見が今年度は 0 件になった。また、トイレ環境の改

善について、昨年度は 1 号館のトイレ工事をしたこともあり件数が減少したものの、今年度は工事対

応できていない２号館の２階以上やゼロカフェのトイレに対する改善を求める回答が増えた傾向にあ

り課題が残る結果となった。アンケート結果と対応内容を学生に明示することで、調査が学内改善に

活用されていることを実感してもらえる可能性が高まると考えられるため今後も改善をしていきたい。 

 

【今後に向けて】 

・本調査の実施時期を前倒ししたことにより、調査結果を各部署の年度内対応や予算計画に反映させ

る可能性が高まった。今後もこの時期での実施を継続し、調査後の対応が十分に行える時間を確保し

ていく。 

 

・また、アンケート項目の一部を学内施策と連動させる設計としたことで、改善状況の把握や施策の

モニタリングが可能となった。来年度以降も、自由記述や満足度の動向を踏まえながら、現状に即し

た項目の更新を行っていく。 

 

・調査結果の学内共有については、IR 委員会から各部署・教職員会議等への報告に加え、学生にもフ

ィードバックを行うことで、双方向性と信頼性を高めていきたい。 

 

以上 
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